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議会だよ議会だよりり
こしみず町

第４回定例会は６月23日に開会し、町長からの行政報告のほか、６議員の一般質問と意見

書案、条例改正や補正予算などを審議・可決し閉会しました。

今月号では、第４回定例会における審議事項についてお知らせいたします。
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意 見 書意 見 書 可決

議員から提出された６件の意見書案について審議の結果、原案のとおり可決し、関係大臣等に提

出しました。

提出先要 旨件 名

・内閣総理大臣

・内閣官房長官

他

２０１６年度の政府予算、地方財政の検討にあたって、以下の事項の

実現を求める。

1.財政再建計画において、地方一般財源総額の現行水準の維持・確保

を明確にすること。

２．社会保障予算の確保と地方財源措置を的確に行うこと。

3.復興にかかる財源措置を継続すること。２０１５年度の国勢調査を

踏まえ、地方交付税算定のあり方を検討すること。

4.各種税制の廃止、減税を検討する際には、財政運営に支障が生じ

ないよう対応すること。償却資産にかかる固定資産税やゴルフ

場利用税については、現行制度を維持すること。

5.地方財政計画に計上されている「歳出特別枠」及び「まち・ひと・

しごと創生事業費」について現行水準を確保し、これらの財源措

置を経常的に必要な経費に振り替えること。

６．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、新た

な財政需要の把握、段階補正の強化などの対策を講じること。

地方財政の充実・強化を

求める意見書

・内閣総理大臣

・防衛大臣

他

民主主義を揺るがす憲法解釈変更による集団的自衛権行使の閣

議決定の撤回を求めるとともに、歴代内閣の見解を堅持し、「閣議

決定」を根拠とした関連法の「改正」を行わないよう強く求める。

憲法解釈変更による集

団的自衛権の行使容認

の閣議決定撤回と関連

法「改正」反対を求める

意見書

・内閣総理大臣

・法務大臣

他

所得税法第５６条を廃止し、家族従業者の賃金を必要経費として

認められるよう、時代に即した概念の元に、国における抜本的な

税制改正議論の中で見直しを図ることを求める。

所得税法第５６条の廃止

を求める意見書
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提出先要 旨件 名

・北海道労働局長

・北海道地方最低

賃金審議会会長

平成２７年度の北海道最低賃金の改正にあたり、以下の措置を講

ずるよう強く要望する。

1.平成２６年度北海道地方最低賃金審議会答申を十分尊重し、最低

賃金を大幅に引き上げること。

2.設定する最低賃金は、道内高卒初任給を下回らないよう、適切

な水準を確保すること。

3.中小企業に対する支援の充実と、安定した経営を可能とする実

効ある対策を行うよう国に対し要請すること。

平成２７年度北海道最低

賃金改正等に関する意

見書

・内閣総理大臣

・文部科学大臣

他

教育予算の確保・拡充・就学保障の充実をはかるよう下記のと

おり意見する。

1.義務教育費国庫負担制度の堅持と負担率を２分の１に復元すること。

2.「３０人以下学級」の早期実現及び「新たな教職員定数改善計画」

の早期実施。また複式学級の解消をはじめ、教職員定数の改善

及び必要な予算の確保を図ること。

3.教頭・養護教諭・事務職員の全校配置を実現すること。

4.給食費・修学旅行費・教材費など保護者負担の解消、就学保障

の充実、図書費など、国の責任において教育予算の十分な確保、

拡充を行うこと。

5.就学援助制度の充実に向け、国の責任において予算の十分な

確保、拡充を行うこと。

義務教育費国庫負担制

度堅持・負担率２分の１

への復元、「３０人以下学

級」の実現をめざす教職

員定数改善、就学保障

充実など２０１6年度国家

予算編成における教育

予算確保・拡充に向けた

意見書

・北海道知事

・北海道教育委員会

教育長

・北海道議会議長

「新たな高校教育に関する指針」の見直しと地域や子どもの実

態に応じた高校づくりの実現を求め、下記のとおり意見する。

1.「新たな高校教育に関する指針」の抜本的な見直しを行うこと。

2.「公立高校配置計画」の一方的な策定は行わないこと。

3.「遠距離通学費等補助制度」の５年間の年限を撤廃するととも

に、もともと高校が存在しない町村から高校へ通学する子ども

たちも制度の対象とすること。

4.しょうがいのある・なしにかかわらず、希望するすべての子ど

もが地元の高校へ通うことのできる後期中等教育を保障するた

めの検討をすすめること。

道教委「新たな高校教

育に関する指針」の見直

しと地域や子どもの実

態に応じた高校づくり

の実現を求める意見書
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こしみず町

特特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

可決

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の

設
置

こ
れ
か
ら
の
議
会
運
営
や
議
会

改
革
に
つ
い
て
協
議
検
討
す
る
た

め
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

▼
委

員

長

下
平
正
吾
議
員

▼
副
委
員
長

髙
橋
隆
文
議
員

平
成
２２
年
度
に
策
定
し
た
計
画

に
、
道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事

業
や
濤
沸
湖
木
道
整
備
事
業
な
ど

４
つ
の
新
規
事
業
を
追
加
す
る
計

画
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

計計

画

計

画

可決

小
清
水
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
市
町
村
計
画
の
変
更
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こしみず町

契契

約

契

約

可決

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

備
品
購
入
事
業

愛
寿
苑
の
管
理
運
営
が
指
定

管
理
者
へ
移
行
し
た
こ
と
に
伴

い
、
生
活
相
談
員
及
び
看
護
師
に

対
し
支
給
し
て
い
た
特
養
業
務
手

当
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

（
平
成
２７
年
４
月
１
日
施
行
）

現
在
建
設
中
の
愛
寿
苑
の
備
品

を
整
備
す
る
契
約
の
締
結
で
、
指

名
競
争
入
札
に
よ
り
左
表
の
４
社

が
落
札
し
ま
し
た
。

▼一般会計

歳入歳出それぞれ56,232千

円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ5,698,232千円と

するもので、主な補正内容は右

表のとおりです。

主な補正内容補正額補正科目

社会保障・税番号制度システム整備業務委託料など16,041千円総 務 費

介護保険特別会計繰出金など2,554千円民 生 費

リサイクルセンター実施設計等業務委託料など14,488千円衛 生 費

共同作業施設整備事業費補助金4,000千円農林水産業費

建物等修繕料1,272千円商 工 費

斜里地区消防組合負担金1,102千円消 防 費

社会教育施設改修工事請負費など16,775千円教 育 費

56,232千円合 計

▼介護保険特別会計

〔保険事業勘定〕

歳入歳出それぞれ3,402千円

を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ457,043千円とする

ものです。

補 正 予 算補 正 予 算 可決

契約金額契 約 先整備する備品内容

13,176,000円日本調理機株式会社北海道支店厨房機器その１

7,938,000円有限会社 さが井商店事務用機器その２

15,930,000円有限会社丸三佐藤家具センター家具類その３

7,128,000円有限会社丸三佐藤家具センターカーテン類その４

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
町
民
税
関
係
】

・
個
人
住
民
税
の
ふ
る
さ
と
納
税

に
係
る
特
別
控
除
額
の
上
限
を
所

得
割
額
の
１
割
か
ら
２
割
に
拡
充

・「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
制
度
」
の
創
設

・
個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
対
象
期
間
を
平
成
３１

年
６
月
３０
日
ま
で
１
年
半
延
長

（
平
成
２７
年
４
月
１
日
施
行
）

【
固
定
資
産
税
関
係
】

・
固
定
資
産
税
（
土
地
）
の
負
担

調
整
措
置
の
延
長

・
わ
が
ま
ち
特
例
の
導
入
・
税
負

担
軽
減
措
置
の
延
長

（
平
成
２７
年
４
月
１
日
施
行
）

【
軽
自
動
車
税
関
係
】

・
平
成
２７
年
４
月
1
日
か
ら
平
成

２８
年
３
月

２８

３１
日
ま
で
の
間
に
新
車

新
規
登
録
を
し
た
一
定
の
環
境
性

能
を
有
す
る
四
輪
車
等
に
つ
い

町
税
条
例
等
の
改
正

（
専
決
処
分
）

て
、
そ
の
燃
費
性
能
に
応
じ
た
グ

リ
ー
ン
化
特
例
を
導
入
し
、
平
成

２８
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
に
限
り

そ
れ
ぞ
れ
軽
減

（
平
成
27
年
４
月
１
日
施
行
）

・
二
輪
車
等
に
係
る
税
率
の
引
き

上
げ
時
期
を
平
成
２７
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
２８
年
4
月
１
日
に
１
年

延
期

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

【
た
ば
こ
税
関
係
】

・
旧
３
級
品
の
紙
巻
た
ば
こ
に
係

る
特
例
税
率
を
平
成
２８
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
３１
年
４
月
１
日
ま
で

の
間
に
４
段
階
で
縮
減
・
廃
止

（
平
成
２８
年
４
月
１
日
施
行
）

【
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
利

用
等
に
関
す
る
法
律
】

・
番
号
法
改
正
に
伴
う
個
人
番
号
及

び
法
人
番
号
関
係
の
規
定
の
整
備

（
番
号
法
施
行
の
日
か
ら
施
行
）

条条

例

条

例

可決

職
員
の
特
別
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
改
正

「介護保険特別会計繰出金」の繰出金とは・・・

一般会計から特別会計へなど会計相互間で支出される経費です。

一般会計の繰出金は歳出として支払われ、特別会計では歳入として受け入れられます。

ま め 知 識
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答答答

佐
々
木

正
俊

農
業
委
員
会

会
長
職
務
代
理

議会だよ議会だよりり

こしみず町

町
道
の
整
備
で
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
や
路
側
帯
の
ラ
イ
ン
を
引
い
て

い
ま
す
が
、
必
要
の
な
い
ラ
イ
ン

も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
基
準
で
ラ
イ
ン
を

引
い
て
い
る
の
か
、
引
か
な
く
て

も
よ
い
場
合
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
費
用
を
舗
装
な
ど
他
の

道
路
整
備
に
充
て
る
べ
き
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

外
側
線
に
つ
い
て
は
、
道
路
際

の
草
の
す
ぐ
横
に
引
か
れ
て
い
る

よ
う
な
所
も
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
余
分
な
所
は
精
査

し
、
取
り
付
け
道
路
の
拡
張
や
水

が
溜
ま
る
道
路
な
ど
の
整
備
に

使
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
の
で

再
度
所
見
を
伺
い
ま
す
。

外
側
線
の
目
的
は
、
車
線
を
区

分
し
て
通
行
し
や
す
く
す
る
た
め

に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

基
本
的
に
道
路
整
備
時
に
は
整

備
し
て
い
ま
す
が
、
補
修
は
、
交

通
量
の
多
い
幹
線
を
主
体
に
実
施

し
て
い
る
た
め
、
消
え
て
い
る
道

路
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
車
両
の
円

滑
な
通
行
の
た
め
、
幹
線
道
路
に

つ
い
て
は
外
側
線
も
含
め
て
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

町
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど

の
区
画
線
は
、「
道
路
法
」
及
び
町

道
の
整
備
基
準
を
定
め
た
「
小
清

水
町
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
い
て
設

置
し
て
い
ま
す
。

道
路
法
で
は
、
区
画
線
は
必
要

な
箇
所
に
設
け
る
と
さ
れ
、
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
は
、
車
線
の
区
分
の

た
め
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
自
動
車
が
安
全
で
円
滑
に
通

行
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

外
側
線
は
、
路
側
帯
を
設
け
な

い
場
合
は
必
要
な
い
で
す
が
、
交

通
量
な
ど
道
路
状
況
に
応
じ
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
町
道
に
つ
い
て

は
、
区
画
線
の
補
修
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
毎
年
、
道
路
状
況
を
調

査
し
、
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
の

み
と
し
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
別
に

予
算
措
置
を
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

答答答

林

直
樹
町
長

本
町
の
耕
作
面
積
の
割
合
は
、

貸
借
地
が
多
い
の
で
経
営
移
譲
な

ど
の
際
、
売
買
が
成
立
し
づ
ら
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。

農
機
具
の
投
資
を
す
る
に
し
て

も
、
で
き
る
だ
け
自
作
地
と
し
て

所
有
し
経
営
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
農
業
委
員
会

と
し
て
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

更
に
、
町
内
の
一
戸
当
た
り
の

耕
作
面
積
も
伺
い
ま
す
。

答答答

林

直
樹
町
長

一一

般

質

一

般

質

問問
林 幸雄 議員

再
問

林

幸
雄
議
員

本
町
の
農
地
台
帳
上
の
農
地
面

積
は
１
万
１
１
０
１
ｈａ
で
す
が
、

そ
の
保
有
状
況
は
自
作
地
が
７
０

０
８
ｈａ
、
そ
の
割
合
は

ｈａ

６３
・
１
％
、

使
用
貸
借
地
が
１
９
０
９
ｈａ
、
そ

の
割
合
は
１７
・
２
％
、
賃
貸
借
地

が
２
１
８
４
ｈａ
、
そ
の
割
合
は

１９
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
農
地

全
体
の
約
２
割
が
賃
貸
借
地
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
賃
貸
借
地
を
斡
旋
に
お

い
て
売
買
さ
れ
た
件
数
は
、
平
成

２４
年
度
は
７
件
で

２４

１８
・
９

２４

１８

ｈａ
、
平

成
２５
年
度
は
１
件
で
２
・
５

２５

ｈａ
、

平
成
２６
年
度
は
９
件
で

２６

３３
・
１

２６

３３

ｈａ

で
す
。

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
議
員

と
同
様
の
意
見
で
、
農
業
経
営
の

目
標
な
ど
営
農
計
画
を
策
定
す
る

際
に
、
自
作
地
の
割
合
が
高
い
方

が
安
定
し
た
農
業
経
営
が
で
き
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
賃
貸
借
地
を
自
作
地

と
し
て
集
積
し
て
い
く
こ
と
は
、

農
地
所
有
者
の
意
向
も
あ
る
こ
と

か
ら
容
易
で
は
な
く
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
第
１８
条
の
規
定

に
基
づ
き
賃
貸
借
し
て
い
る
農
地

売
買
の
斡
旋
の
選
考
に
つ
い
て

は
、
地
域
内
・
地
域
外
を
問
わ
ず

現
在
の
耕
作
者
が
有
利
に
な
る
よ

佐々木正俊

農業委員会会長職務代理

問

林

幸
雄
議
員

本本
町
の
耕
作
面
積
の
自
作
地

本
町
の
耕
作
面
積
の
自
作
地

と
借
地
の
割
合
に
つ
い

と
借
地
の
割
合
に
つ
い
てて

問

林

幸
雄
議
員

町町
道
の
管
理
に
つ
い

町
道
の
管
理
に
つ
い
てて
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こしみず町

地
方
創
生
は
人
口
減
少
問
題
と

密
接
に
関
係
し
、

政
策
を
行
っ

た
か
ら
直
ぐ
問
題
が
解
決
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
恒
常
的
に
行
う
こ
と
が

効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

特
に
ソ
フ
ト
面
も
大
事
で
あ
り

小
清
水
町
ら
し
い
政
策
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
所
見
を
伺

い
ま
す
。

う
評
価
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が

自
作
地
と
し
て
農
地
を
集
積
し
て

い
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
後
継
者
不

在
に
よ
る
離
農
跡
地
の
継
承
が
課

題
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
不
耕
作
地
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
地
域
協
議
の
あ
り
方
な

ど
を
含
め
、
農
地
の
円
滑
な
流
動

化
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

な
お
、
一
戸
当
た
り
の
平
均
面

積
は
、
現
在
２８
・
２８

６２

２８

６２
ｈａ
で
す
。

町
の
施
策
の
展
開
に
関
し
て

は
、
町
政
執
行
の
基
本
計
画
と
な

る
総
合
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
２２

年
度
に
策
定
し
た
平
成
２３
年
度
か

ら
平
成
３２
年
度
ま
で
の

３２

１０
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
第
５
次
小
清
水

町
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
将
来

の
人
口
減
少
を
見
据
え
た
基
本
計

画
と
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
し

て
も
、
計
画
策
定
時
、
平
成
２７
年

度
の
人
口
を
５
１
２
０
人
と
推
計

新
聞
報
道
で
は
８
地
区
の
住
民

セ
ン
タ
ー
を
住
民
と
協
議
の
上
、

廃
止
す
べ
き
と
し
た
と
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
町
が
勝
手
に
廃
止
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
は
、
２５

年
後
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。

今
後
人
口
減
少
が
進
め
ば
、
住

民
税
や
地
方
交
付
税
も
減
り
、
建

物
等
の
維
持
管
理
費
を
考
え
る
と

全
て
の
建
物
を
今
の
状
態
で
保
有

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
今

後
検
討
し
て
い
く
た
め
の
叩
き
台

と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

必
ず
し
も
将
来
住
民
セ
ン
タ
ー

が
無
く
な
る
と
決
ま
っ
た
の
で
は

な
く
、
今
後
地
域
と
の
協
議
や
議

会
で
の
議
論
も
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理

解
願
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

に
関
す
る
報
道
に
関
し
て
は
、

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
報
道
内
容
に
つ
い
て
、

間
違
っ
た
内
容
で
は
な
い
と
判
断

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
直
ぐ
に
で
も
関
係

す
る
施
設
を
「
廃
止
」
す
る
か
の

よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な

表
現
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
７

月
号
の
町
広
報
で
改
め
て
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想
」
に
関
し
て
町
民

周
知
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

町
民
に
対
す
る
情
報
提
供
に
関

し
て
は
、
今
後
も
き
め
細
か
く
丁

寧
な
対
応
に
心
が
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
聞
掲
載
の
経
過
に
つ
い
て

は
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
に

関
し
て
道
新
網
走
支
局
か
ら
の
取

材
申
し
入
れ
を
受
け
、
本
年
３
月

２３
日
に
所
管
課
で
概
要
説
明
を
行

い
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
５
月
１６

日
に
掲
載
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
道
新
以
外
に
も
北
海
道

建
設
新
聞
の
全
道
版
・
北
網
版
に

そ
れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ
掲
載
と
な
っ

た
他
、
建
設
新
聞
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
承
知

計
画
が
で
き
あ
が
っ
た
と
は
い

え
、
地
域
の
事
を
考
え
る
と
、
小

学
校
が
統
廃
合
さ
れ
、
更
に
住
民

セ
ン
タ
ー
も
閉
鎖
さ
れ
る
と
な
れ

ば
、
今
後
ど
の
よ
う
に
住
民
同

士
、
手
を
携
え
て
生
き
て
い
け
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

再
度
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答答答

林

直
樹
町
長

答答答

林

直
樹
町
長

下平正吾 議員

去
る
５
月
１６
日
の
北
海
道
新
聞

に
、
本
町
の
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画（
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
）

に
つ
い
て
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
将
来
の
人
口
減
少
を

に
ら
み
維
持
管
理
費
が
膨
大
に
必

要
と
な
る
た
め
、
公
共
施
設
を
削

減
す
る
目
標
を
設
定
し
た
と
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
人
口
減
少
の
中

で
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

そ
う
し
た
中
で
人
口
減
少
を
助
長

す
る
報
道
は
細
心
の
注
意
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
真
意
を

伺
い
ま
す
。

答答答

林

直
樹
町
長

問

下
平
正
吾
議
員

小小
清
水
町
ま
ち
づ
く

小
清
水
町
ま
ち
づ
く
りり

基基
本本
構
想
の
新
聞
報

構
想
の
新
聞
報
道道

に
つ
い

に
つ
い
てて

地
方
創
生
に
向
け

地
方
創
生
に
向
け
たた

具
体
策
に
つ
い

具
体
策
に
つ
い
てて

再
問

下
平
正
吾
議
員

林 直 樹 町長

問

下
平
正
吾
議
員
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小
清
水
町
は
、
基
本
的
に
手
作

り
を
す
る
考
え
で
す
が
、
人
口
推

計
に
関
し
て
は
、
事
務
段
階
で
は

困
難
な
た
め
、
そ
の
部
分
は
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
依
頼
す
る
考
え
で
す
。

ま
ず
は
、
事
務
段
階
で
策
定

し
、
そ
の
内
容
を
会
議
に
諮
り
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
作

り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
他

の
自
治
体
で
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
丸
投
げ
し
、
で
き
あ
が
っ
た
計

画
を
住
民
に
示
し
て
協
力
を
得
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
新
聞
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

小
清
水
町
は
、
ぜ
ひ
小
清
水
独

自
の
考
え
方
を
持
っ
て
、
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
つ

い
て
再
度
伺
い
ま
す
。

し
、
少
子
化
対
策
や
高
齢
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
公
布
さ
れ
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に

よ
り
、
人
口
減
少
問
題
に
対
応
す

べ
く
、
各
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
が
規
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
町
も
「
小

清
水
町
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
先
般
開
催
の

議
員
協
議
会
へ
そ
の
取
り
組
み
の

方
向
性
に
関
し
て
ご
説
明
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

将
来
の
人
口
減
少
を
見
据
え
た

施
策
の
展
開
に
関
し
て
は
、
総
合

戦
略
の
策
定
に
関
し
設
置
す
る

「
小
清
水
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
会
議
」
に
お
い

て
、
具
体
的
な
政
策
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
中

で
ソ
フ
ト
面
を
含
め
充
分
な
協
議

を
行
い
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
、
地
方
創
生
関
連
２
法
が

成
立
し
、
国
と
自
治
体
に
今
後
５

年
間
の
人
口
減
対
策
の
工
程
表
と

な
る
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

将
来
人
口
推
計
の
分
析
や
中
長
期

の
将
来
展
望
、「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
政
策
目
標
・
施
策
、
策
定

を
求
め
て
お
り
、
本
町
に
つ
い
て

も
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

本
年
１０
月
の
戦
略
策
定
を
目
指
す

と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
昨
年
総
務
省
か
ら
の

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

策
定
に
あ
た
っ
て
「
ま
ち
づ
く
り

基
本
構
想
策
定
委
員
会
」
を
組
織

し
、
本
年
２
月
に
中
間
報
告
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

更
に
本
年
「
第
５
次
小
清
水
町

総
合
計
画
」
の
「
後
期
基
本
計
画
」

策
定
の
年
度
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

施
策
の
連
携
を
ど
の
様
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、
町
長
の
所
見
を

伺
い
ま
す
。

で
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と

総
合
戦
略
策
定
に
係
る
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
本
年
５
月

１
日
開
催
の
議
員
協
議
会
に
て
報

告
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願

い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
に
関
し
て

は
、
人
口
減
少
等
を
見
据
え
た
公

共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
構
想

を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
総
務
省

か
ら
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
に
関
す
る
指
針
」
に
基

づ
く
計
画
搭
載
内
容
を
網
羅
し
た

計
画
と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応
は
、

ど
の
政
策
分
野
に
お
い
て
も
避
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
喫
緊
な
課
題

で
あ
り
、
そ
の
課
題
解
決
へ
向
け

て
策
定
を
行
う
地
方
版
総
合
戦
略

は
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
を
踏

ま
え
た
計
画
と
す
る
他
、
各
種
政

策
分
野
毎
に
策
定
し
て
い
る
実
施

計
画
等
と
の
連
携
も
踏
ま
え
策
定

す
る
と
し
て
い
る
も
の
で
、「
小

清
水
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
会
議
」
に
お
い
て
、

充
分
な
協
議
・
検
討
を
踏
ま
え
策

定
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問

髙
橋
隆
文
議
員

再
問

下
平
正
吾
議
員

答答答

林

直
樹
町
長

「「
まま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」」

「「
公公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」」

「「
町
総
合
計

町
総
合
計
画画
、、

後
期
基
本
計

後
期
基
本
計
画画
」」

策
定
の
連
携
に
つ
い

策
定
の
連
携
に
つ
い
てて

髙 橋 隆 文 議員

総
合
計
画
と
地
方
版
総
合
戦

略
の
関
係
で
す
が
、
総
合
計
画
を

見
直
す
際
に
、
見
直
し
後
の
総
合

計
画
に
お
い
て
人
口
減
少
克
服
・

地
方
創
生
と
い
う
目
的
が
明
確
で

あ
り
、
数
値
目
標
や
重
要
業
績
評

価
指
標
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
、
地

方
版
総
合
戦
略
と
し
て
の
内
容
を

備
え
て
い
る
場
合
に
は
、
総
合
計

画
と
総
合
戦
略
を
一
つ
の
も
の
と

し
て
策
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
旨
の
内
閣
府
か
ら
の
通
知
に
基

づ
き
、
本
町
で
は
、「
小
清
水
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
会
議
」
に
お
い
て
、
第
５
次
小

清
水
町
総
合
計
画
前
期
計
画
の
検

証
を
行
い
つ
つ
、
地
方
版
総
合
戦

略
策
定
の
検
討
を
行
い
、
総
合
計

画
と
総
合
戦
略
を
一
体
の
も
の
と

し
て
策
定
す
る
と
し
て
い
る
も
の

答答答

林

直
樹
町
長
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地
域
の
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

進
む
中
、
い
か
に
介
護
と
農
業
関

係
の
仕
事
に
就
く
人
材
を
確
保
す

る
か
は
急
を
要
す
る
課
題
で
す
。

愛
寿
苑
で
は
、
１１
月
移
設
開
苑

ま
で
に
、
介
護
職
を
１３
名
確
保
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
事
例
で
、
島
根
県
浜
田

市
で
は
人
手
不
足
解
消
の
対
策
と

し
て
、
こ
の
４
月
か
ら
県
外
の
高

校
生
以
下
の
子
供
を
持
つ
ひ
と
り

親
家
庭
を
対
象
と
し
た
移
住
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
介
護
職
に
就
く

こ
と
が
条
件
で
月
給
１５
万
円
以
上

の
保
証
、
養
育
費
、
家
賃
補
助
す

る
な
ど
と
な
っ
て
い
て
、
３
家
庭

の
枠
に
１５
家
庭
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

農
業
関
係
で
は
、
特
に
酪
農
家

の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
へ
の
取

組
み
な
ど
に
よ
る
多
頭
化
経
営

で
、
常
時
働
き
手
が
足
り
な
い
状

態
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
酪
農
経

営
の
存
続
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

移
住
者
支
援
で
人
材
不
足
の
解

消
に
取
り
組
む
べ
き
時
期
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

人
口
が
減
少
し
な
い
よ
う
、
過

去
よ
り
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
昭
和
３５
年
に
１
万

１
５
０
０
人
あ
っ
た
人
口
が
、
５５

年
経
っ
た
現
在
は
５
２
０
０
人
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
は
あ
く

ま
で
も
２５
年
後
を
想
定
し
た
も
の

で
す
。

そ
れ
ま
で
、
施
設
の
維
持
補
修

は
き
ち
ん
と
管
理
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
し
、
必
要
が
あ
れ
ば

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
）
で
は
、

建
物
を
維
持
・
廃
止
・
複
合
化
・

譲
渡
の
４
分
類
に
区
分
し
て
策
定

し
て
い
ま
す
が
、
途
中
経
過
で
計

画
の
見
直
し
は
あ
り
得
る
の
か
伺

い
ま
す
。

見
直
し
や
検
討
は
常
に
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
人
口
減
少
社
会

に
な
っ
た
時
の
状
況
を
認
識
し
て

欲
し
い
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
関
係
諸
団
体
や
住
民
の

方
々
、
議
会
等
の
協
議
も
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
し
、
具
体
的
な
事

は
こ
れ
か
ら
の
作
業
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

問

工
藤
孝
一
議
員

現
在
、
移
住
者
支
援
に
つ
い
て

は
、
人
材
不
足
に
対
応
す
る
取
り

組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
内

に
あ
る
宅
地
と
し
て
使
用
可
能
な

民
間
の
土
地
情
報
や
、
空
き
家
の

情
報
に
関
し
て
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
も
の
の
、
現
時
点
で
登
録
さ
れ

て
い
る
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
材
不
足
解
消
に
関
す

る
移
住
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
現

在
進
め
て
い
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
会
議
」
に

お
い
て
、
必
要
に
応
じ
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答答答

林

直
樹
町
長

工 藤 孝 一 議員

建
て
替
え
も
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
人
口

が
減
ら
な
い
よ
う
総
合
戦
略
を
立

て
、
そ
の
成
果
が
で
れ
ば
基
本
構

想
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

答答答

林

直
樹
町
長

再
問

工
藤
孝
一
議
員

再
問

髙
橋
隆
文
議
員

再
々

問

髙
橋
隆
文
議
員

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
は
、
人
口
減
対
策
を
緩
和

す
る
よ
う
な
施
策
を
進
め
る
内
容

で
す
か
ら
、
こ
の
目
標
に
向
か
っ

て
進
め
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
少

し
期
待
が
持
て
る
よ
う
な
気
も
し

ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
の
施
設
を
維
持

管
理
し
な
が
ら
目
標
に
向
か
う
努

力
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
２５
年
の
公
共
施
設
等
の
管
理

方
法
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
伺
い

ま
す
。

介介
護
職
と
農
業
関
係

介
護
職
と
農
業
関
係
のの

人
材
不
足
対
策
に
つ
い

人
材
不
足
対
策
に
つ
い
てて

答答答

林

直
樹
町
長

本
町
は
、
今
年
４
月
か
ら
の
学

校
給
食
費
の
無
償
化
、
更
に
中
学

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化

も
早
々
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
に
重

点
を
お
い
た
施
策
や
計
画
を
全
面

的
に
出
し
、
子
育
て
日
本
一
の
町

と
し
て
移
住
定
住
対
策
の
取
り
組

み
を
す
る
た
め
、
定
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
町
内
の
空

き
家
情
報
の
提
供
や
定
住
希
望
者

の
仲
介
な
ど
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答答答

林

直
樹
町
長

子
育
て
支
援
が
人
口
増
加
に
つ

な
が
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
移
住

定
住
は
、
や
は
り
働
く
場
所
が
な

け
れ
ば
非
常
に
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
か
ら
の
人
材
不
足
対
策
も

一
つ
の
案
だ
と
思
い
ま
す
し
、
町

も
何
と
か
働
く
場
所
を
確
保
し
た

い
と
常
日
頃
考
え
て
い
ま
す
が
、

企
業
誘
致
し
て
も
な
か
な
か
来
て

も
ら
え
な
い
の
が
実
態
で
す
。

課
を
設
置
し
て
定
住
対
策
に
取

議会だよ議会だよりり

こしみず町
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問

中
村
俊
之
議
員

再
々

問

工
藤
孝
一
議
員

高
等
学
校
又
は
高
等
専
門
学
校

な
ど
に
就
学
す
る
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
必
要
な
教
育
費
の
一
部

を
支
援
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
子
育

て
環
境
の
向
上
に
力
を
尽
く
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

現
行
の
制
度
は
、
町
の
奨
学
金

制
度
の
他
に
、
北
海
道
も
平
成
２６

年
度
か
ら
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

給
付
事
業
を
創
設
し
、
公
益
財
団

法
人
北
海
道
高
等
学
校
奨
学
会
も

一
定
の
高
額
所
得
層
世
帯
以
外
に

対
し
て
の
奨
学
金
制
度
を
創
設
し

て
お
り
、

国
に
お
い
て
も
数
多

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
は
、
７５
歳
以

上
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
利
用

目
的
に
縛
ら
れ
ず
自
由
に
日
常
生

活
の
中
で
の
移
動
手
段
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
、
平
成
２６
年
度
よ
り

事
業
を
推
進
し
、
多
く
の
利
用
申

し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
そ
の
利
用
の
際
の
自
己
負

担
額
は
、
町
内
の
ど
の
地
域
か
ら

移
動
し
て
も
公
平
な
負
担
と
な
る

よ
う
制
度
設
計
を
し
て
い
ま
す
。

ご
質
問
の
介
護
予
防
・
生
活
支

援
事
業
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
と

同
様
に
、
利
用
総
額
の
８０
％
を
町

が
助
成
し
、
利
用
し
た
方
々
が
２０

％
を
負
担
す
る
制
度
に
す
る
と
、

確
か
に
、
基
本
料
金
し
か
掛
か
ら

な
い
近
距
離
の
移
動
で
も
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
、
利
用
し
や
す
く
な

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
方
、
基

本
料
金
を
超
え
る
利
用
で
は
、
そ

の
移
動
距
離
に
よ
っ
て
負
担
額
に

差
が
生
じ
、
距
離
に
よ
っ
て
は
、

今
以
上
の
負
担
を
お
願
い
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
生
じ
て

き
ま
す
。

目
的
が
制
限
さ
れ
ず
自
由
に
利

用
で
き
、
遠
く
へ
も
、
近
く
へ
も
、

答答答

林

直
樹
町
長

問

工
藤
孝
一
議
員

答答答

渡
邊

等
教
育
長

高
校
生
支
援
制
度
の
創
設

高
校
生
支
援
制
度
の
創
設

に
つ
い

に
つ
い
てて

問

工
藤
孝
一
議
員

高高
齢
者
タ
ク
シ
ー
の
改
善

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
の
改
善

に
つ
い

に
つ
い
てて

市
街
地
の
利
用
者
増
を
目
的

に
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業

（
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
）
と
同
様
、

利
用
総
額
の
８０
％
を
助
成
額
と
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
所
見
を
伺

い
ま
す
。

渡邊 等 教育長

本
年
４
月
に
行
わ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

懇
談
会
の
お
り
、
教
育
長
か
ら
小

中
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
旨
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
と
し
て
実

施
す
べ
き
事
な
の
か
、
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
等
、
不
透
明
な

部
分
が
有
り
、
困
惑
し
て
い
る
保

護
者
も
い
る
の
で
説
明
会
等
で
話

し
合
い
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が

所
見
を
伺
い
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
てて

人
材
不
足
対
策
の
一
例
と
し

て
、
酪
農
家
の
中
に
は
、
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
制
度
と
は
別
に
研
修
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
方
々
も
い
ま
す

が
、
研
修
生
が
長
続
き
せ
ず
急
に

居
な
く
な
っ
た
り
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

も
多
い
よ
う
で
す
。

酪
農
の
み
な
ら
ず
農
業
、
商
工

業
も
含
め
た
短
期
研
修
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
農

協
や
商
工
会
、
商
工
業
者
の
方
々

と
も
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
の
で
所
見
を
伺
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
関
係
機
関

の
方
々
と
も
人
材
不
足
に
つ
い
て

の
協
議
や
意
見
交
換
の
場
は
必
要

と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
結
果
必
要

な
措
置
が
で
て
く
れ
ば
、
議
会
に

も
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

答答答

林

直
樹
町
長

く
の
奨
学
金
制
度
に
よ
る
支
援
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
清
水
町
の
今
後
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
人
口
減
少
問
題

に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
計
画
策
定
に
伴
う
、

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
意

見
等
の
把
握
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
結
果
等
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
今
後
、
教
育
委
員
会
と
し
て

教
育
支
援
の
方
策
に
つ
い
て
町
長

と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

中 村 俊 之 議員

り
組
む
事
も
現
時
点
で
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会だよ議会だよりり

こしみず町

決
ま
っ
た
金
額
を
負
担
し
て
も
ら

う
現
行
の
制
度
で
活
用
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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スス
キ
ー
場
に
つ
い

ス
キ
ー
場
に
つ
い
てて

三
年
前
に
小
清
水
ス
キ
ー
少
年

団
が
発
足
さ
れ
、
現
在
約
５０
名
の

団
員
と
指
導
者
・
保
護
者
で
構
成

さ
れ
る
ス
キ
ー
協
会
員
が
４７
名
と

町
民
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

現
在
の
ス
キ
ー
場
に
一
晩
５０
～

７０
名
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
集
ま
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
山
の
形
状
に

よ
り
滑
走
面
が
狭
く
、
ロ
ー
プ
塔

の
斜
面
も
傾
き
危
険
な
状
況
で
す
。

何
か
改
善
策
は
お
考
え
で
す
か
。

問

中
村
俊
之
議
員

答答答

渡
邊

等
教
育
長

町
民
ス
キ
ー
場
は
、
昭
和
６２
年

度
に
現
状
の
山
を
ス
キ
ー
場
の
斜

面
と
し
て
整
備
す
る
と
と
も
に
全

長
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
塔

と
休
憩
ロ
ッ
ジ
、
夜
間
照
明
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２５
年
度
に
は
老
朽

化
に
よ
り
、
安
全
性
を
図
る
た

め
、
ロ
ー
プ
塔
の
全
面
改
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

答答答

渡
邊

等
教
育
長

小
中
一
貫
教
育
は
、
小
学
校
再

編
に
あ
た
り
、
保
護
者
・
地
域
か

ら
の
要
望
と
し
て
新
し
い
教
育
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
再
編
後
に
お
け
る
小
中

一
貫
教
育
の
導
入
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

趣
旨
と
し
て
は
、
義
務
教
育
と

し
て
行
わ
れ
る
教
育
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の
９
年

間
を
連
続
し
た
期
間
と
し
て
見
通

し
た
中
で
の
学
習
指
導
を
行
い
、

各
学
年
段
階
に
お
け
る
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
。

ま

た
、
現
在
の
６
・
３
制
の
制
度
の

中
で
は
進
学
し
た
際
に
学
校
生
活

に
対
応
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
学
校
の
接
続

の
課
題
を
踏
ま
え
、
９
年
間
の
一

貫
し
た
生
徒
指
導
体
制
と
進
級
体

制
を
図
る
と
し
て
取
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

保
護
者
の
方
々
に
は
、
中
学
校

は
平
成
２７
年
２
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
懇
談

会
で
、
小
学
校
は
同
年
４
月
の
土

曜
授
業
Ｐ
Ｔ
Ａ
懇
談
会
で
「
小
中

一
貫
校
構
想
に
係
る
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
こ
れ
ま
で
の
導

入
の
目
的
及
び
経
緯
に
つ
い
て
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
本
年
６
月
の
参
議

院
本
会
議
で
、
小
中
一
貫
校
を
制

度
化
す
る
改
正
学
校
教
育
法
が
成

立
し
、
平
成
２８
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
る
と
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
、
小
中
学
校
の
教
職
員
に
よ

る
合
同
の
準
備
委
員
会
を
設
置
す

る
な
ど
、
９
年
間
の
教
育
課
程
を

ど
う
つ
な
げ
る
か
、
ま
た
、
学
習

体
制
や
諸
課
題
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
、
学
校
だ
よ
り
等
を
通
じ

て
、
保
護
者
の
方
々
に
も
お
知
ら

せ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
保
護
者
も
含
め
た
推

進
委
員
会
を
設
置
し
、
小
中
一
貫

校
の
設
置
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

再
問

中
村
俊
之
議
員

答答答

渡
邊

等
教
育
長

再
問

中
村
俊
之
議
員

様
々
な
問
題
や
課
題
が
あ
る

中
、
小
中
学
校
の
校
舎
が
離
れ
て

い
る
た
め
、
整
合
性
が
と
れ
な
く

な
る
の
で
は
と
い
う
保
護
者
の
不

安
が
多
く
見
込
ま
れ
ま
す
。

保
護
者
に
も
意
見
を
求
め
、
実

施
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
の
で
あ

再
編
当
時
の
保
護
者
の
方
々
に

つ
い
て
は
、
再
編
の
た
め
の
放
課

後
こ
ど
も
教
室
や
通
学
対
策
等
を

含
め
小
中
一
貫
教
育
の
話
を
し
て

い
る
の
で
比
較
的
ご
理
解
い
た
だ

い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、

再
編
に
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
幼

稚
園
や
保
育
所
の
保
護
者
に
つ
い

て
は
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

小
中
学
校
の
垣
根
を
越
え
た
９
年

間
の
教
育
課
程
を
編
成
し
、
社
会

に
で
る
た
め
の
基
礎
学
力
を
つ
け

る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を
、

保
護
者
の
方
々
に
十
分
理
解
を
求

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

詳
し
い
課
題
に
つ
い
て
は
、
現

在
小
中
学
校
合
わ
せ
た
１０
名
の
先

生
方
に
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
保

護
者
の
代
表
も
含
め
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

れ
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
な
ど
の

対
応
を
検
討
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

現
在
、
施
設
の
管
理
は
、
指
定

管
理
者
の
小
清
水
町
委
託
事
業
協

同
組
合
に
お
願
い
し
、
降
雪
時
に

は
で
き
る
限
り
平
ら
な
形
状
と
な

る
よ
う
、
ま
た
、
雪
が
少
な
い
時

な
ど
は
危
険
な
斜
面
が
で
き
な
い

よ
う
、
圧
雪
車
等
に
よ
る
雪
の
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
質
問
の
一
度
に
多
く
の
利
用

者
が
使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
ス
キ
ー
場
内
で
危
険
な
状
態

と
な
ら
な
い
よ
う
場
内
整
理
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
指

定
管
理
者
に
対
し
、
利
用
者
へ
の

施
設
の
安
全
な
利
用
方
法
の
指
導

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
安
全
な

利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
ス
キ
ー
協

会
へ
も
お
願
い
し
、
今
後
も
安
全

対
策
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議議会だよ議会だよりり

こしみず町

安
全
性
に
つ
い
て
は
理
解
し
ま

し
た
が
、
ス
キ
ー
場
頂
上
の
中
学

校
に
影
響
が
な
け
れ
ば
、
山
の
土

を
削
っ
て
滑
走
面
を
広
げ
る
よ
う

な
整
備
を
す
る
と
、
衝
突
事
故
の

予
防
や
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
の
で
再
度
所
見
を
伺

い
ま
す
。
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問

森

浩
議
員

再
問

森

浩
議
員

再
々

問

森

浩
議
員

答答答

渡
邊

等
教
育
長

ス
キ
ー
場
に
は
様
々
な
斜
面
が

あ
り
危
険
も
潜
ん
で
い
ま
す
。

ス
キ
ー
は
楽
し
い
反
面
、
危
険

で
あ
る
と
い
う
裏
表
の
面
を
十
分

子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

斜
面
の
早
急
な
整
備
に
つ
い
て

は
現
在
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

ス
キ
ー
協
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
２３
年
２３

１２
月
定
例
会
で
空
き

家
・
老
朽
家
屋
の
対
策
に
つ
い
て

質
疑
を
し
て
い
ま
す
が
、
答
弁
で

は
大
変
困
難
な
問
題
で
引
き
続
き

慎
重
な
対
応
と
の
こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
平
成
２７
年
５
月
に
空
家

町
で
老
朽
家
屋
と
認
識
し
て
い

る
家
屋
は
現
在
９
棟
有
り
、
随
時

調
査
を
実
施
し
、
危
険
が
予
想
さ

れ
る
場
合
や
治
安
上
の
問
題
が
あ

る
場
合
な
ど
、
こ
れ
ら
の
所
有
者

又
は
管
理
す
べ
き
者
に
対
し
て
、

解
体
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
改
善

を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
５
月
２６
日
、
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が

全
面
施
行
さ
れ
、
市
町
村
は
国
の

基
本
指
針
に
即
し
た
空
家
等
対
策

計
画
の
策
定
及
び
協
議
会
の
設
置

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

特
別
措
置
法
が
全
面
施
行
さ
れ

た
こ
と
は
、
一
定
の
前
進
で
す
が
、

実
効
性
に
は
管
内
の
自
治
体
か
ら

疑
問
の
声
も
あ
り
、
た
だ
ち
に
危

険
な
空
き
家
に
対
す
る
円
滑
な
対

応
に
つ
な
が
る
か
は
不
透
明
な
た

森 浩 議員

市
街
地
の
空
き
家
対

市
街
地
の
空
き
家
対
策策

に
つ
い

に
つ
い
てて

答答答

林

直
樹
町
長

議会だよ議会だよりり

こしみず町

め
、
今
後
も
引
き
続
き
、
最
低
限

の
安
全
を
確
保
で
き
る
応
急
的
な

措
置
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

抜
本
的
な
改
善
を
求
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

過
去
の
答
弁
よ
り
危
険
家
屋
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
原
因
は
出
て

い
く
住
人
と
事
前
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
な
い
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
増
え
た
家
屋
に
つ
い
て

も
、
役
場
に
相
談
が
な
か
っ
た
の

か
伺
い
ま
す
。

過
去
に
、
古
い
住
宅
と
敷
地
を

寄
付
す
る
の
で
引
き
取
っ
て
欲
し

い
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
が
、

利
用
計
画
が
無
い
の
に
、
町
民
の

税
金
で
住
宅
の
取
り
壊
し
や
敷
地

の
維
持
管
理
を
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
お
断
り
し
た
事
例
は
あ
り

ま
す
。

そ
の
他
に
転
出
時
に
事
前
相
談

さ
れ
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
危
険
な
空
き
家
が
あ
る

と
連
絡
が
あ
り
、
所
有
者
に
連
絡

答答答

林

直
樹
町
長

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
が
施
行
さ
れ
、
町
も
何
ら
か

の
計
画
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
す
こ
の

特
措
法
に
か
か
る
当
町
の
計
画
及

び
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
も
ぜ
ひ
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し

て
、
転
出
前
の
初
期
段
階
で
話
を

進
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま

す
し
、
貰
う
の
で
は
な
く
、
転
用
す

る
よ
う
な
方
法
も
考
え
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

今
後
、
空
き
家
に
な
る
住
宅
等

の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
広
報
等

で
改
め
て
周
知
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
回
の
特
措
法
で
、
危
険
家
屋

を
町
が
行
政
代
執
行
で
取
り
壊
し

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
代
金
を
所
有
者
に
請
求
し
て

も
実
際
に
は
支
払
っ
て
貰
え
な
い

の
が
現
実
で
す
。

議
員
の
皆
さ
ん
も
何
か
良
き
方

法
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
提
案

い
た
だ
き
、
お
互
い
に
勉
強
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答答答

林

直
樹
町
長

の
う
え
最
低
限
の
応
急
措
置
を
し

て
、
そ
の
経
費
を
支
払
っ
て
も

ら
っ
た
例
は
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
同
様
の
対
応
で
周
囲
の
安
全

を
確
保
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■編 集 議会報編集特別委員会

■委員長 槻間善髙

■副委員長 工藤 孝一

■委 員 林 幸雄、森 浩、八木勝正、中村俊之

皆さんのご意見・ご感想をお待ちしております。

記載内容については、議会事務局までお問い合わせ下さい。

議会事務局 電話 ０１５２－６２－４４７７（直通）

質問は要約されています
議会だよりでは、紙面の都合により、

質問・答弁の内容を要約しております。

詳しくお知りになりたい方は、

議会事務局へお問い合わせください。


